
  SDGs(エス・ディー・ジーズ)を知っていますか？『 Sustainable  Development  Goals 』の略で

持続可能な開発目標という意味です。2015年に国連サミットで採択され、今後も持続

可能な世界を実現するために17の目標を設定しました。国連は、2030年までに世界が

達成すべき持続可能な開発目標として、「貧困をなくそう」「飢餓をゼロに」「すべての

人に健康と福祉を」などを掲げました。世界には、今この瞬間もどこかで紛争や戦争など

の争いごとが起きています。紛争の影響を受けている国や地域で暮らす子どもたちは約2憶4,600万人(※1)。

あらゆる争いごとをなくし平和を実現するために、法律などの公正な制度を誰もが利用できることが大切です。

  ※1 「世界の子どもたちを取り巻く最新ファクト」(日本ユニセフ協会・2020年10月現在)

  2020年のノーベル平和賞に、世界各地で食糧支援を行っている国連機関、WFP＝世界食糧計画(※2)

が選ばれました。世界で十分な食事を取ることができず飢餓に苦しむ人は、世界人口の9％近くにあたる6憶

9000万人近くに上ります。飢餓に苦しむ人は、2000年代に入り、いったんは減少傾向になっていましたが

2014年以降、再び増えていて、その大きな原因となっているのが各地で続く武力紛争です。

  ※2  WFP ＝ 世界食糧計画は、アフリカや中東など

         各地の紛争地で、危険で困難な状況にいる人々に

         食料を届け、「命をつなぐ」活動を続けてきました。

  12月のテーマ展示は難民と世界の紛争、平和維持活動

に関する本や、平和を望みながら最期まで尽力した日本人を紹介します。

  中村 哲（なかむら てつ） 1946-2019

 昭和21年福岡県生まれ。九州大学医学部を卒業し精神科医に。昭和59年パキスタン

北部ペシャワールの病院に赴任、医療支援に取り組む。アフガニスタンを大干ばつが

襲って以降は水資源の確保にも取り組み、1600本以上の井戸を掘削。さらに25キロ

以上にもおよぶ用水路も建設し、砂漠化した大地に緑をよみがえらせました。

 令和元年(2019年)12月4日、何者かに銃撃され死亡。貧困という荒野を、緑豊かな

大地に変えることを夢見た73年の生涯でした。 水を引いて65万人もの自給自足の

       暮らしを支え続けた中村さん。その活動は、今もなお現地の人々によって引き継がれています。

       著書「アフガン・緑の大地 ～伝統に学ぶ灌漑工法と甦る農業～」は、02年春からアフガン

      東部山村での長期的復興計画を開始、03年3月からは灌漑水利用計画に着手。現在1万6千

      ヘクタールの農地を回復。日本の伝統的な工法から学びつつ挑んだ15年の記録です。

  緒方 貞子（おがた さだこ） 1927-2019

 昭和2年東京都生まれ。幼少期をアメリカと中国で過ごし、大学卒業後はアメリカに留学。

33歳で結婚、2人の子どもを育てながら大学で国際政治学を教えました。平成3年(1991年)に

日本人初、女性初の国連難民高等弁務官(UNHCR)に就任、クルド人難民問題やボスニア・ヘル

ツェゴビナの民族浄化の危機に敢然として立ち向かい、その後の難民支援のあり方を大きく変え

ました。享年92歳。名言『自分の国だけの平和はありえない。世界はつながっているのだから。』
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